
第9回宇宙開発委員会（定例会議）

議　事　次　第

1．日　時 平成10年2月25日（水）

13：00～

2．場　所 委員会会議室

●　3議題 （1）議事要旨の確認について

（2）宇宙基地協力に関する了解覚書の署名について

（3）H一皿ロケット5号機／通信放送技術衛星（COMETS）
　　の打上げ失敗について

（4）その他

4．資　料 委9－1－1

委9－1－2

委9－2
委9－3

委9－4

第7回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

第8回宇宙開発委員会（臨時会議）議事要旨（案）

宇宙基地協力に関する了解覚書の署名について

H一豆ロケット5号機／通信放送技術衛星（COM
ETS）の打上げの状況について
宇宙関係業務予定（平成10年3月）

　　　！
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1．日時

・2．場所

3．議題

4．資料

第7回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議事要旨（案）

平成10年2月18日（水）

14＝OO～14：55

委員会会議室

（1）前回議事要旨の確認について

（2）米国航空宇宙局（NASA）の1999会計年度予算案につ

　　いて

（3）第2回ISS（1nternational　Space　Station）広報委員会の

　　結果について

委7－1－1

委7－1－2

委7－2
委7－3

第5回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

第6回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

NASAの1999会計年度予算案について
第2回lSS（lnternational　Space　Station）広報委

員会の結果について

5．出席者

　　　宇宙開発委員会委員長代理

　　　宇宙開発委員会委員

　　　　　　’，

　　　　　　’，

関係省庁

　通商産業省機械情報産業局次長

　郵政大臣官房技術総括審議官

事務局

　科学技術庁研究開発局宇宙政策課長
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甕　　昭男（〃）
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6．議事

　（1）前回議事要旨の確認について

　　　第5回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（資料委7－1－1）の修正点が

　　説明された。また、第6回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）　（資

　，料委7－1－2）が確認された。

（2）米国航空宇宙局（NASA）の1999会計年度予算案について

　　宇宙開発事業団調査国際部　稲田部長及び飯塚調査課長より、資料委7－

　2に基づき、米国航空宇宙局（NASA）の1999会計年度予算案につい

　て説明があった。

　　これに関し、委員より、1999会計年度予算案を1998会計年度予算

　と比較した特徴、各分野の概要及び人員削減計画の進捗、次世代インターネ

　ット構築計画に対する取り組み等の質問があった。

　　これに対し、宇宙開発事業団より、基本的には1998会計年度予算のコ

　ンセプトと変更はないが、”より速く、より良く、より安く”のコンセプト

　の下、NASAの改革を進めようとしていることが特徴であること、宇宙科

　学分野については、議会や国民の支持を得られ易いこともあり、予算額が伸

　びていること、人員削減計画については、バイアウト（退職金付の早期退職）

　等により順調に削減が進み、結果として若返りが進んでいること、次世代イ

　ン平皿ネットについては、米国全体で研究開発を進める中で、NASAは宇

　宙通信の分野等を担当すること等の回答があった。

　　さらに、委員より、NASAが衛星開発において、”より速く、より良く、

　より安く”を成功させていることについて、宇宙開発事業団で詳細な分析や

　開発方法等の比較検討を行うのかとの質問があり、これに対して、宇宙開発

　事業団より、NASAではミッションをシンプルにし、中小型衛星に移行し、

　既存の衛星バスを利用することで衛星開発単価を下げ、開発期間を短くした

　ことが分かっているが、今後更に分析して参考にするとの回答があった。

（3）第2回lSS（InternationaI　Space　Station）広報委員会の結果について

　　科学技術庁研究開発局調査国際室　海野係長より、資料委7－3に基づき、

　平成10年2月10～12日にカナダにて行われた第2回lSS（lnternat
　ional　Space　Station）広報委員会の結果について説明があった。

　　これに関し、委員より、セントリフユージ及びJEMの愛称はどのように

　決めるのか、宇宙ステーションのロゴはいつまでに決める予定なのかとの質
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問があった。

　これに対し、科学技術庁より、セントリフユージの愛称はNASAと共同

で命名する予定であること、JEMの愛称については公募する方向で検討中

であること、宇宙ステーションのロゴは、可能であれば宇宙ステーションの

1回目の打上げ前までに決定する予定であることとの回答があった。

以上
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1．日時

・2．場所

3．議題

4．資料

第8回宇宙開発委員会（臨時会議）

　　　　議事要旨（案）

平成10年2月22日（日）

15＝00～15＝40

委員会会議室

（1）通信放送技術衛星「かけはし」　（COMETS）／H－llロ

　　ケット5号機の打上げ失敗について

（2）技術評価部会ぺの審議付託について

委8－1

委8－2

通信放送技術衛星／H－11ロケット5号機打上げの状

況について（速報）

H－Ilロケット5号機による通信放送技術衛星（CO

METS）の軌道投入失敗の原因究明及び今後の対策

について（案）

5．出席者

　　　宇宙開発委員会委員長

　　　宇宙開発委員会委員長代理

　　　宇宙開発委員会委員

関係省庁

　郵政大臣官房技術総括審議官

事務局

　科学技術庁研究開発局長

　科学技術庁長官官房審議官

　科学技術庁研究開発局宇宙政策課長
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6．議事

　　開会に当たり、谷垣宇宙開発委員会委員長より、昨日21日の通信放送技術
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衛星（COMETS）の打上げについては、誠に遺憾な結果となり、今回の事

態を厳しく受け止めている、特にH－llロケットの打上げは、これまでパーフ

ェクトに行われていただけに、今回のこのような結果にショックを受けている

との発言があった。

（1）通信放送技術衛星「かけはし」（COMETS）／H－llロケット5号機

　　の打上げ失敗について

　　宇宙開発事業団内田理事長より、昨日の打上げにおいて、「かけはし」を

　所定の軌道に投入できなかったことについて、国民の皆様や関係機関に深く

　お詫び申し上げる、昨日、宇宙開発事業団に理事長を長とする事故対策本部

　を設置しており、徹底的な原因究明と「かけはし」のできる限りの活用につ

　いて、全社を挙げて対応していく、ロケットの事故原因の究明は本社を中心

　に、「かけはし」の活用については．、通信総合研究所（CRL）等のユーザ

　一と協力しながら、筑波宇宙センターを中心に実施していくとの発言があっ

　た。

　　引き続いて、宇宙開発事業団　五代副理事長、十亀理事、宇宙輸送システ

　ム本部　祖父江副本部長、軌道上技術開発システム本部　古川副本部長より、

　資料委8－1に基づき、通信放送技術衛星／H－llロケット5号機打上げの

　状況、「かけはし」の状況及び今後の対応について説明があった。

　　その後、甕郵政大臣官房技術総括審議官より、今回のCOMETSの所定

　の軌道投入失敗は、誠に残念である、郵政省としては、COMETSにより、

　高度移動体通信実験、高度衛星放送実験を行うため、関係者と協力して準備

　を行ってきており、宇宙開発委員会においては、今回の失敗について十分に

　原因究明を行ってもらいたい、今後、可能な限りの実験が実施できるよう、

　衛星の状態を早急に把握してもらいたい、また、実験機関の意向を踏まえて、

　実験が実施可能な軌道へ衛星を投入するなど、最善の対応をお願いするとの

　発言があった。

　　さらに、古濱通信総合研究所長より、CRLは、高度移動体通信機器及び

　高度衛星放送機器の開発を実施しており、その実証実験の実施に向けて準備

　を進めてきた、所定の軌道への投入失敗は残念であるが、今後衛星の状況に

　応じて、可能な限りの実験を実施していきたい、CRLでは、取り得る軌道

　要素に応じ、実験の可能なものと不可能なものとを区別するなどして、これ

　からの実験を最大限有意義なものとしていきたいと考えるので、通信・放送

　実験を行い得る軌道へ衛星を投入する等の対応をお願いするとの発言があっ
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た。

　また、委員より、今回の第2段エンジン第2回燃焼の早期停止という現象

については、原因究明の見通しはあるのか、第2段エンジンを機体に取り付

けてから打ち上げるまでの1年4ヶ月の間の品質管理が不十分だったという

ことはないのか、これまでの打上げで第2段エンジンの再着火を行ったこと

があるのか、「かけはし」の温度環境の維持のための運用をしているとある

が、衛星はどのくらいもつのか等の質問があった。

　これに対し、宇宙開発事業団より、原因をどこまで絞り込めるのかの目処

は現在のところついていないが、早急に明らかにしたいこと、エンジンの保

管環境等については十分に注意して管理し、かつ必要な整備・点検を行う等、

やるべき事は全て行ってきたと考えていること、H－llロケット第2段エン

ジンの再着火は3号機まで行っており、今回は4回目であること、「かけは

し」のバッテリは静止衛星仕様のため、現在の軌道では負担が大きくなって

おり、バッテリを守るためヒータ用の電力を制限していること、計算によれ．

ば1ヶ月は熱的に耐えられると分かっていること等の回答があった。

（2）技術評価部会への審議付託について

　　事務局より、資料委8－2に基づき、H－Ilロケット5号機による通信放

　送技術衛星「かけはし」（COMETS）の打上げにおいて、　COMETS

　の所期の軌道への投入が達成されなかった事態を踏まえ、その原因の究明及

　び今後の対策について技術評価部会に審議付託することについて説明があっ

　たのち、本審議付託は原案どおり決定された。

　　また、谷垣委員長より．原因究明を徹底的に行い、次回打上げにその成果

　をきちんと反映させていくことが極めて重要である、「かけはし」について

　は、郵政省からの発言にもあったように、少しでも多くの有益な実験が行え

　るよう措置することが必要である、そのような事情を踏まえ、宇宙開発事業

　団及び技術評価部会においては、十分に検討・調査審議を行ってもらいたい

　との発言があった。

以上
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　民生用国際宇宙基地のための協力に関する日本国政府と

アメリカ合衆国航空宇宙局との間の了解覚書の署名について

平成1　0年2月
外務省国際科学協力室

1．経緯

　　昭和63年9月に作成された宇宙基地協力協定（現行協定）の枠組みの下で、

　日、米、欧及び加の間で宇宙基地協力計画が推進されてきているが、この宇宙

　基地協力計画にロシアが加わることに伴う新たな宇宙基地協力協定の署名が本

年1月29日に行われた。今般、この新協定に基づく新たな了解覚書が我が国

　とNASAとの間で合意され、同了解覚書は、2月24日（現地時間）にワシ
　ントンで署名された（我が方署名者は斉藤駐米大使、先方はゴールディンNA

　SA長官。）。

2．新了解覚書の意義

　　新了解覚書は、新協定を実施するための詳細を定めるものであり、新協定を

実施する上で不可欠である。

3．新了解覚書の概要

　　この新了解覚書は、新協定の作成に伴い、現行協定の下で作成された我が国

　とNASAとの問の現行了解覚書に所要の改正を加えたものであるが、現行了

解覚書と概ね同様の内容となっている。新了解覚書は、前文、本文二十二箇条

及び末文から成り、その概要は次のとおりである。

（1）日本国政府（GOJ）は、国内法令に従い、宇宙基地協力を行う責任を有

　　する。GOJは、自己の協力機関として科学技術庁（STA）を指定する。

　　宇宙開発事業団は、適当な場合には、この了解覚書等の実施についてSTA

　　を援助することができる。

（2）協力内容の詳細として、参加機関（NASA、ロシア宇宙庁、日本国政府、

　　欧州宇宙機関及びカナダ宇宙庁）が提供する飛行要素及び地上要素、宇宙基

　　地計画の目標となる主要な里程表、詳細設計・開発段階の運営の枠組み及び

　　文書、宇宙基地の利用権、利用用の資源の具体的な配分、システム運用に共

　　通の経費及び活動、搭乗員の飛行機会、宇宙基地のための輸送業務、宇宙基

　　地の通信の業務等について規定している。

（3）新了解覚書は、新協定が効力を生じていることを条件として、双方が効力

　　発生のために必要な国内手続を了した旨を通告した時に効力を生ずる。

（了）
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　H一・llロ’ケット5・号機／

．運信放拳技術衛星．（℃OMETS）．の．

　　　．●打上げの状況についそ

’（速報）

●

平成10年2月25日

　宇宙開発事業団
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　宇宙開発：事業団は、・平成1’0年2月2丁日、種子島宇宙センタ’一’

かうH二ll甲ケット5．号機（H二・』1∵5　F）●を打ち上げた力斗、・通信放：

。・雷Z術衛畢（・COMETS）の静止トランスファr・軌道投入に失敗し
・た。その概要は次のとおりである。．

1　打上げの状況

　　　　1）打上げ及び追跡管制の目的

　　　　　COMETSの打上げ及び追跡管制は＼高度移動体衛星通信ま支・・

　　　　術、衛星間通信技術及び高度衛星放送技術の通信放送分野の新技

　　　　術べ多周波数帯インテグレーション技術並びに大型静止衛星の高

⑪讐ヒ技術の瞭びそ脚実験実誕を行うことを目的とし

2）打上げ結果の概要：’

　　H－llロケット5号機は＼平成10年2月21日16時55分
　60秒に、垂直に打ち上げられ、ピッチ面を初期飛行方位角

　92．5度に向けた後、太平洋上へ飛行を開始した。

　　ロケット打上げ時の天候は雨、北東の風、8．7m／s、気温
　15．0．Cであった。’（表一1）

　第1段主エンジン及び固体ロケットブースタの燃焼は正常で、

固体ロケットブースタは打上げ二丁1分36秒に、衛星フェアリ

ングは約4分3秒に、又第1段ロケットは約5分48秒に切り離
しが行われた。引き続いて、打上げ後約6分2秒に第2段エンジ
ンの第1回燃焼が開始され、打上げ後門11分12秒の燃焼停止

までの間正常に燃焼し、誘導制御も正常に行われた。

　打上げ後約23分30秒には第2段エンジンの第2回燃焼が開
始されたが、燃焼時間が予定より短く、COMETSの静止トラ
ンスファー軌道投入に失敗した。　（表一2）

　COMETSの投入された軌道は、下記の通りである。

．遠地点高度：1，902km　　　近地点高度：247km
傾斜角：30．1度　 周期：107分

一1一



，／・

3）第2段エンジン第2回燃焼停止め手順につ1ぎて
　（1）第2段エンジンの第1●回目の燃焼終了時刻力、ら、所定秒時．

　　　経過後．（約743秒）・が経過ずると慣性誘導計算機が燃焼

　　　開始信号を出力する？．

（2）そρ信号を畳け∵耳ンジン内に搭載されている小型コン．ピ

　　ュータ．（マイクロプロセ・ッサ）の制御によりエンジンを始

　　動（燃焼開始）する。

（3）慣性誘導計算機は、ロケットが所定の速度に達したことを

　　検知した時点で、土ンジンに対し燃焼停止信号を出力する。

● ・●

i4）この信号を受け・エンジンの小型ヨンピュータが螺焼を停・

　　　止する。

（5）その他、土ンジンが燃焼を停止するケースとしては以下の’

　　3通りがある。

①液体酸素又は液体水素を使い切った場合

②慣性誘導計算機が加速度計の故障を判定し、予め設定

　された所定の時間に燃焼停止信号を出力した場合

③地上からの飛行停止コマンドを受信した場合

● 　今回発生した事態については、下記の現象が判明しており、

いずれの燃焼停止ケースにも当てはまらない。

・ロケットが所定の速度に達していないため、速度検知に

　よる燃焼停止信号は送出されていない
．・ t体酸素及び液体水素は使い切っていないこと

・誘導計算機から停止指令信号が出力されていないにも拘

　わらず第2段エンジンの燃焼が停止した為、その時点で

　誘導計算機は通常のロジックに従って加速度計が異常と

　判定し、あらかじめ設定されていた時刻に達したことを

　確認して、第2段エンジン停止信号を送出した。但し、

　実際の第2段エンジン停止時刻（打上げ後24分17秒）
　とは合致しない。
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・地上からめ飛．行停止コ々ンドにういては送信されていな

いこと、並びに、これを受信する機能が当該時間帯には

．停止．しているこど

　前述に加え▽クリスマス追跡局におけるペジレコLダによる棚i

略検討結果にて次のような現象がみられる。

●・

　第2段エンジンの燃焼の立ち上グり及び定常燃焼の状況（直上

燃焼試験時の燃焼犀戯画40kg・f／cm2Aに対し約41kg・f／cm2A）
9は正常であったと思われる。

　・第2回自燃焼開始後約．42秒から45秒の間に、’エンジン電池

　（エンジンバルブ作動用電池）電流の瞬時増大も常温ヘリウム気∴

’蓄滞（バルブ累動用・パージ用Σ圧力侭下、濠工臨」ボ・ポンプ・

表面温度の上昇等を示すデーダが観測され、．その後他のテレメー

タ兜データ（燃燐圧力の急激な低下を含む。）に異常を示した。

　加速度デ』タによると、第2向目燃焼開始後約47秒後に土ン

ジン推力を完全に失ったようである。

これらの不具合事象の時系列毎の整理を表一3に示す。

H－llロケット第2段の概要について図一1～図一7に示す。

4）衛星の分離について

● （1）通常は、第2段エンジンの第2回燃焼終了後、所定時間

　　　（約35秒）を経過することによって衛星分離の信号が慣

　　性誘導計算機から出力される。

（2）慣性誘導計算機は加速度計異常を検知した場合には、第2

　　．段第2回燃焼開始時刻からあらかじめ設定されていた時間

　　　（約223秒）に達したことを確認して自動的に衛星分離

　　信号を出力する機能を有している。

（3）今回は第2段エンジンの燃焼が停止した時点で、誘導計

　　算機は加速度計が異常と判定したため、　（2）・項に示した

　　自動機能に基づき当初予定された時刻に衛星分離信号を出

　　力したものと考えられる。
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（4）尚、CoME’Tsめ分離は、’リ・フ．トオフ後約1637．5．．

　　秒に衛星分離部上の分離スイッチ〈2個〉．で確認されてい

　　る。ま’た、ロケットによる回避操作は正常でなかったが、・

　　・C．OMETS会離日3’8秒までの加速度データ（衛星分離

　　軸上ID3軸）．で1瓜CqM。ETSとロケ’ットρ再撞触がな．

　　かったものと推定される。

●

（5）．当面ロケットと衛星の相対距離は離れる芳向にある。長期

　　的には再接近ずる可能性がある。今後詳細な軌道予測検討

　　を行い、要すれば衛星による回避操作等の検討を行う。

5）再再着火について
　　　衛星を分離した後，ロケットがサンチ々ゴ局の可視域にある

　　間に・第2殺の第3回目の燃焼（アイドル・モード：発射後233
　　5．5秒から2415、5秒の間）を計画していたが，第2段の第2向燃●

　　焼終了後の飛行経路が，当初の計画と平ぎく異なったことから，

　　この間のデレメトリデ」タは受信できていない。・第2段第2回

　　燃焼終了以降は，第2段の機能が正常でないことから，第3回

　　目の燃焼については行われなかったものと推定する。

●

6）第2段機体の履歴

　　　今号機の第2段に搭載した第2段エンジン（LE－5A）は、

　　平成7年10月に組立を完了し、11月～12月に合計4回の
　　地上燃焼試験を実施した。燃焼試験の結果、全てのデータは正

　　常であり、平成8年10月に第2段機体に組み付け、工場及び
　　射場での機体の総合的な試験を良好に完了している。

7）当面の予定

　　　第2段エンジン第2回燃焼早期停止に関して、クリスマス移

　　動追跡局で記録したデータ（磁気テープ）を種子島宇宙センタ

　　一に2月24日に搬入し、必要な情報を出力させ解析を実施中
　　である。
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●

’2・逼信放送拉術衛星・（C6M．E十S＞の状況、●

．．（1）初回受信時ゐ状況

　ロケットの投入軌道が予定軌道から大きくずれたため．セ・ドリッド．

　　　局でめ衛星追尾はでぎなか’つた。・ぞめ後、18時44分1ヒ沖縄

　　　局にて衛星テレメトリを畳信し、下記0状態牽確認した。

　①太陽電池パドルは正当に展開し、姿勢制御モードは太陽捕捉

　　　モード（太陽電池パドルを太陽指向させた状態で20分で1回

　　　転している状態）で維持している。

②例時め発弾力は約65．・・W（～ミ．才ル予測餉6～・’
　　　QW）である。

　③その他、衛星状態としては異常のないことを確認した。

　また、下記のコマンドを送信した。

①Sバンド送受信器A系・ON
　（A、・B両系のON、テレメ・トリ受信時間を増やすため）

②姿勢制御系の継続時間の異常検知機能のOFF
　（不要な異常検知機能の禁止、予定された運用）

③レンジングのON
　（軌道決定を行うため、予定されていた運用）

④太陽電池パドル予備アレイの接続
　（バッテリ充電電流を増加させるため）

⑤　ヒータの設定

　（最低限必要なヒータのON）

⑥パドル展開後処置

なお、軌道要素は以下の通りである。

遠地点高度　1，902km
近地点高度　　　246km
軌道傾斜角　　30．1　度

周期　　　　　　107　分

（計画値　35，976km）
（計画面　　　　2．50km）

（計画値　　　28．5　度）

（計画値　　　　636　分）
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．〈2）2回目琴信以降め運角状況「。

　①国内局およびNAS●A支援局（マドリッド、ゴールドズトーン

　　　おタグキャンベラ局）・℃NE§支援局（●クやルー局）を使用
　　　・してバッテリ電力収支状況蒔よび衛星φ温度環墳を毛二汐し、・

　　　状況によ9ヒータめON’／OFFを実施した。’・

　　　1局あたり数分から＋数分の可視が1凋回に1包3局得られる
　　　状況である・。

　②衛星の状洗をより早い速度で受信するためにテレメトリ伝送速

　　　度を51・2bpsから204．8bp＄に変更した。　（当初予定
　　　ではアポジエン7ン噴射運用前に堺換の予定であった。）．

　③姿勢制御系地球センサの電源を投入するとともにその出力の確．

　　　認を実施した。

　④モニタカメラによる太陽電池パドルの画像取得を実施した。・．・

●

（3）現状の衛星運用の問題と対応　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　①COMETS・の電源系は、日陰の割合が小さい静止トランスフ

　　ァ軌道及び静止軌道を前提として設計されている。このため、

　　バヅテリへの充電速度が周回衛星のそれと比べて約5’分の1で

　　ある。このことから、1周回の約3分の1が日陰である現在の
　　軌道では、日陰中に消費したバッテリ電力を日照での充電で回

　　復させる（1周回でバッテリの電力収支をとる）ために日陰中

　　の使用可能電力が当初予定に比べて大幅に制限される。

　　そのため、予定していた全てのヒータがONできず衛星の温度
　　環境が低下傾向にある。

　　現在、温度環境を注意深くモニタし、日照中のパスでヒートア

　　ップして、日陰前のパスでヒータをOFFにする様な運用を実
　　施しているが、一部機器は許容温度を下回り機器の機能維持に

　　おいて問題を生じる可能性が出ている。

　　なお、このヒータ運用は、推進系を中心にバス機器の保温およ

　　びバッテリ放電深度の回復あるいは現状維持を優先している。
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②’太陽捕捉モ』ド・において＃4のTNスラスタ．（一ピッチ方向制

　御用スラスタ）・・の噴射パルス数が打上げ1日後に約1．方パルス

　・となっていることが判明した。なおく計画上はこのような渾用

　は10日間程度と想定していた。’

　スラズタの設計寿命は、約60万パルスであるため、衛星の回

警鍮糠と灘欝ら40分で1回転する状態

（4）軌道変換の検討’

●

●

①今後、通信実験を可能にするためには、極力遠地点高度を上’げ

　’る必要があり、この方策を検討するに当たって、科学技術庁、

　郵政省禄び通信総合研究所等関係機関とも密接な連携の下に進’
　める’こととしているが、現状の搭載燃料より可能な軌道として’

　下記の3ケースを代表ケースとして検討を開始している。

i）250．km×25000・km（現在め軌道の遠地点高度を上げ
　る）

ii）T900krh×15000km（現在の軌道の近地点高度を上
　げる）

iii）1000km×19000km（現在の軌道の遠地点、近地
　点高度を上げる）

　なお～上記の数値は、衛星の姿勢、アポジエンジンの推力およ

　び燃焼タイミングの誤差のない理想値である。

②COMETS搭載の地球センサは静止衛星用であり、センサ視
　野の観点から使用可能高度は約13000km以上である。
　現在、高度が低いため、姿勢の基準となるべき地球センサの使

　用は困難ではあるが、軌道変換等を実施するに当たって必須条

　件である基準姿勢の確立は実施できる目処が得られた。

　なお、更に引き続き詳細な運用手順を検討している。

③軌道変換に当たっては、アポジエンジン噴射前後の太陽電池パ

　　ドルの収納／再展開、太陽電池パドルの90度回転／再回転と

　いった一連の運用が必要であ・り、これらはすべて実時間でのコ

　マンド操作が必要であるが、現在一周前あたり十数分という可

　視状態で、この運用にはリスクが伴うことが予想される。
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●

　　これらを実施するには、地上局可視の状況をふまえてアポジ噴

　　射の分割回熱牽増やすなど新しい手順を十分に検討する必要力『・

　　ある。1参布・ζれらの状況から最適なアポ7主シジン噴射タ：イ・

　　ミングが制約されるため、噴射タイミングの誤差に応じた軌道

　　投入誤差が予想される。
．④通信実験あ実施のためには、遠地点高度は高いほど有利である・

　　が・バンアレン帯通過により搭戴機器の耐放射線設計基準’（卜

　　一タルド：一・ズ効果：積算線量効果）を超える割合が高くなり、

　　機器の故障率が塔加すう可能性がある．なお、シングルイベン

　　ト現象（単発反転現象）は、遠地点高度が高・いほど有利である。

⑤バンアレン帯を通過するこどによる太陽電池パドルの発生電力．．．

　　の劣化予測については、現在検討している。

　　　発生電力劣化の観点からは、．遠地点高度が高い方が有利であ

　　’ると判断している。

⑥ロケット第2段は、現在bOMETSから遠のく方向にあり、
　　再会合するまでに衛星の軌道制御を行う予定である。

以　上

●

一8一
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表二由湘ケット5号機の打上げ日時及び天候

・打上1昌昌 袖b年2月’2但（土） 隔5金・b：秒（J鋤

町上げ時め夷候
雨 地上の風向、風速 北東?ｴ郡． CO5

．
噌
■
■
心気

表一2H－1旧ケ弥5号機主要イベント

　　　　　（リフトオフ後の時間）．

イ　ベン　ト1 実測値（速報） 計画値＊1’

①リフトオフ 0秒 0秒
、

②固体ロケットブースタ燃焼終了 1分　35秒． 1分　34秒

③固体ロケットブー冬タ分離 1幽分・36秒 1分3砂

④衛星フェアリング分離， 4分　　3秒 4分　　1秒

⑤第1段主工：ンジン燃焼停止（MECO）
5分　48秒 5分　46秒

⑥第1段・第2段分離 5分　56秒 5分　54秒

⑦第2段エンジン第1回燃焼開始（SEIG1） 6分　　2秒 6分　　0秒

⑧第2段エンジン第1回燃焼停止（SECO1） 11分　12秒 11分　　4秒

⑨第2段エンジン第2回燃焼開始（SEIG2） 23分　30秒 23分　26秒

⑩データ異常発生 24分　12秒 一
⑪第2段］三ンジン第2回燃焼停止（SECO2）

（24分　17秒） 26分　38秒
加速度データによる

⑫COMETS分離 27分　18秒 27分　13秒

＊1：D sρ（詳細飛行経路）
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四一3 H－ll　5号機の不具合事象の時系列整理・

一
＼
偽
一

各系　統　の　現象，リフトオフ後の秒時

@　（実測値） 第2段エンジン（LE－5A）系 第2段機体推進系 ，第2段機体誘導諭御門

X＋約1410秒 ・第2段エンジン第2回燃焼開始

X＋約1452秒 ・液体酸素ターボポンプ表面温度

繽ｸ開始

・常温He気電器圧力、温度降下

J始

・エンジン電池電流増大・エンジン舵角微少変化’

X＋約1455秒 ・燃焼圧、その他多数の計測項目

ｪ異常指示

・．計測器用電池電流増大　　　　　　　　　●

X＋約1456秒 ・エンジン；ントロール電池の電

ｬ値が増加

X＋約1457秒 ・lMU注の加速度データが低下

iエンジン推力を完全に失なった

ﾆ推定される）
Eエンジン入ロ圧力が脈動　　　●

・・Gンジン点角変化」最終的には

ﾇ角振り切れ．

その後・ ・常温He下面器圧力が最終的に
@0［kg／cm2］になつ’た．

●・’

牛ﾚ計算機が加速度計を故障と

@判定

（注）　lMU：lnertial　Measurement　Unit
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